
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銀河の里キゴ山 
 

幼稚園・保育園

年長 低学年 中学年中学年中学年中学年 高学年高学年高学年高学年

対象学年

小学校

中学校中学校中学校中学校 一般一般一般一般

キャンドルサービス  

宿泊体験活動の華は、なんといってもキャンドルサービスです。参加者の全員

で活動を盛り上げていかなくてはなりません。 

静かに燃えるろうそくの火をバックに、思い出に残るような活動を考え、実践

することが大切です。ねらいは、各団体の実情に応じて決めましょう。 

儀式→スタンツ（出し物）→儀式の形で行い、児童が、厳粛な中に楽しみを見

いだせるように指導しましょう。 

プログラムの概要 

所要時間：１～２時間 



１．活動のねらい 

 ・火を囲みながら、仲間と活動をすることを通して、自然のありがたさを感じると共に、

創造性を養い、友情を深める。 

２．活動場所 

 ・銀河の里キゴ山館内体育館にて 

３．準備するもの 

 ・大きい燭台（中央に置く）、個人が持つ燭台、ろうそく人数分（団体が持参）、着火ラ

イター、CD プレーヤー、アンプ、マイク、儀式の衣装、歌詞集（遠き山に日は落ち

て、燃えろよ燃えろ、今日の日はさようなら）など、床に敷くシート 

４．活動の手順 

（１）事前学習（銀河の里に来る前の学習）と準備 

 ・（プログラムの準備）シナリオ、スタンツ、係分担を決めておく 

・事前のリハーサルをしておく。 

 ・（会場や燭台の準備） 

  ・円の中央に置く燭台を設置し、ろうそくを立てておく。 

  ・参加人数分の小ろうそくと手に持つ燭台を準備する。 

  ・使用するすべての場所に床シートを敷く。 

（２）実際の活動 

①第１部・・・はじめの儀式：セレモニアルファイヤー 

・厳かな雰囲気の中で、中ろうそくを持った火の神が入場する。 

・火の神は、参加者に向かって話をする。 

・火の神は、誓詞者４人に、一人ずつろうそくの火を分火する。 

・分火された誓詞者がそれぞれに大きな声で誓いを話す。 

②第２部・・・交歓のつどい：ボンファイヤー 

・はじめの部分は、気持ちや身体をほぐすような動作の入ったものや、スキンシップ

のあるゲームなどがよい。 

・中程では参加者による出し物を軸にして、歌やゲームを入れて雰囲気を盛り上げる。 

・全体の３分の２ほど進んだところで、最も盛り上がるようなダンスやゲームをする。 

・終盤は気持ちを静めていく。 

③第３部・・・おわりの儀式：セレモニアルファイヤー 

・参加者代表や引率者代表が心に残るような話をしたり詞を朗読したりする。 

（後始末）ろうそくの火を確実に消すこと。使った道具は元の場所へ戻すこと。 

５．活動のまとめ 

・活動後、自分たちの行ったキャンプファイアーをふりかえり、改善点や良かった点など

を話し合い、今後の活動につなげる。 

６．活動上の留意点 

・火の扱いは、十分な事前指導をしておく。 

・リハーサルには十分な時間をかけること。 

※係分担については、・司会（１～２人）・・・全体の進行、・音楽係（１～２人）・・ 

・・・CD 操作、・火の神（１人） ・誓詞者（４人程度）など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 


